
地域レクリエーションに関する研究

一一長崎県高島町民長けるスポーツ活動の現状と問題点一一

研究の目的

現在の石炭産業は企業，ぞれ自体の将来の見通

しゃ，労働力の問題など数多くの問題をかかえと

み，年々斜陽化の傾向にある。

この高島町もそれにもれず，渦去何聞かの閉山

の危機をのりこえてきたのである。そのうえ，離

島であるという不利な条件，たとえば周囲 4kmの

小島のなかに人口 16 0 0 0人が高層アパート K

ひしめく工うな状態で生活している。端烏にいた

っては，いっそうひどく周囲約 4 0 0 mのなかK

280 0人が生活している状態である。そのため，

島にはレクリエーションに供する空間が少念いの

で，町長のレクリェーションK関tる興味，関心

度は都市部K くらべ低<.また実践活動も少ない

ようである。

そ ζで，本研究は検主主レクリエーションの振興

をはかる一環として，長崎県高島町K住む町民の

スポーツ活動の実態を把握すること Kよって，そ

の問題点を指摘し，今後のスポーツ活動の在り方

について検討しようとしたものである。

E 研究の万法

(1) 対象

本研究は，長崎県高島町K住む成年男女 910

名を対象K，同町教育委員会を通じて調査を依頼

し，その結果 730名の回収を得たものである。

同収率は 80.2%である。その左かで集計不能を

除き，集計したのは 66 6名，集計率 91.2%で

ある。集計分析の角度は性男11.職業JjlJK行なった

ものである。

福岡教育大学 秋吉嘉範

(2) 方法

方法は質濁紙法なよび面接法，資料分析K よるo

集計は性別，職業別 lζ行~い，実数を百分率であ

らわしている。なか，今回は性5.l11を中心K報告す

る。

(3) 時期

昭和 46年 9月から 10月までである。

E 高島町の概要

(1) 地勢bよび沿革

高島町は長崎市から海上約 14.4 5 kmK位置し，

東は野母崎町，三和町K，北は香焼町，伊王島K

隣接している。東の野母崎町K4. 5 km. 北の香焼

町へ 6.4kmの距離Kある。県庁所在地長崎市へ約

6 0分，香焼町へ約 4 5分，端烏へ約 20分で到

着できる。人口 18464名(高島 15606名，端

島 2858名 昭和 46年 7月現在)で，面積1.24

km'(高烏1.13km'.端烏 0.1km' ) .また，高島は

北海道とやや似て id). 地形は四角形で中央K海

抜 11 8視の権現山がそびえ立っている。

昭和 23年 11月町制を施行(県下 30番目). 

人口 8948人，戸数 1797戸の町として新発足

し，その後，昭和 30年 4月K隣地の高浜村端島

と合併し，今日 K至っている。また， ζの島Ki;-

ける農林漁業は，漁業がわずか 0.2%をしめてい

る程度で，その主たるものは石炭産業であり，第

二次産業の占める割合は 83 %Kものぼっている。

(2) 人口構成b よび変化

まず年度別人口をみると 45年度の約3000

人強の激減が目立つ。とれは， ζ の年端島が閉山

の危機Kみまわれたことが，その大きな原因Kな

っている。また 43年を頂点にして滅少傾向を
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示しているととも注目される。

月期|人口移動は，とくにきわだった変化はみら

れないが，端島 VC$>いて 1月の 29 7 9 人から 7

月の 285 8人と，わずか半年の関VC121人の減

少がみられる。 ζ れは，端島VCTける石炭産業の

不況をあらわしていると考えられる。一般的VC，

表 1.表 2とも炭坑町のもつ不安定な人口動態の

特質を如実K示しているといえよう。

年令別人口では，男女とも 20代が極めて少な

い(男子 657名，女子 848名)。 ζれは，高島

町が石炭産業を基盤としたー町一企業という特殊

な町であるため，青年層の勤務場所が少ないため

や，炭鉱不況のなかにある高島町の将来に不安を

感じ，また魅力を左くして県外K出るものと考え

られる。主念流出先としては，福岡，東京，大阪

などがあげられる。

(3) 産業

職業男11人口分布は，男女とも鉱業がトップ(男

子427 5名，女子 449名)，ついで男子は建設

( 27 6名)・サービス(2 30名)，女子はサー

ピス(4 2 1名)・卸売小売(4 1 3名〉の順であ

る。

①鉱業

高島町VCTける産業は，歴史的な背景をもっ石

炭を中心に発展したものである。 ζの町。炭鉱は，

わが国最高級の原料炭産出鉱であ.f'J，その操業は

古〈三菱鉱業株式会社の手に移って，すでに 80 

余年を経渇している。昭和 44年 10月，同社か

ら，石炭部門を独立，二子坑，端島坑，総田坑

(福岡)の三坑を統括し，三菱高島炭坑株式会社

として新発足し，現在K至っている。

③商業

高島町VCTける商業は，基幹産業の鉱業と相ま

って，しだいに栄え，現在の中央市場を母体とす

る商盾街と，蛎瀬，山手地区の副商百街κ成長し

たのである。さらに，事業所や住宅団地の進出も

あって購売カは伸び，総商百数は昭和 36年の

1 1 4百から 44年Kは 162底，販売額も 10 

億 944万円から 18億 65 0 0万円と約 2倍に

増加している。商工会を中心にした終営方針の研

究と顧客サービスの印上K努カしている。しかし，

離島という不利な立場Kあって人口の害119VCは，

顧客吸収率が悪いこと，さら K長崎市より 20-

5 0 %の物価高で，とく K最近，対岸の野母半島

にかける生鮮食料品の減少により，長崎市よりの

供給増加が目立っている左ど生活面では必ずしも

楽で左<，今後の発展(i(問題が残されているの

(4) ζれからの高島町

百炭産業を基盤としたとの高島町は，一町一企

業という特殊念町であるため，炭坑の閉LiJ，縮小

と数多くの問題K突電あたっている。渦去何同か

閉山ムードは従業員を動揺させ，若手従業員を中

心とする離職者を大量K出している。そのために

各方面VCTいて従業員不足という深刻:士事態を引

き起している。しかし， ζれまでの石炭斜揚化ム

ードがえたって簡単K従業員が集まらず，その対

策K苦しんでいるのが現状である。

つぎに，現在炭鉱で働いている従業員はどうで

あろう。炭鉱の合理化は機械化，自動化をもたら

したが，機械の出現は従業員の従来からの作業内

容を大巾に変えている。すなわち，仕事の内容が

肉体労働中心の作業から，精神的緊張を要求する

作業へと変ってきたことである。その結果，疲労

が増大するという現象が目立ってきている。しか

し念がら，労働時間は余P短縮されず，労働密度

が増大する傾向Kあり，福利厚生面の配慮も十分

で念<，むしろ福利厚生費はほとんどの炭鉱で削

減。方向Kあるといわれる。とのことも離職者を

生む原因の一つに念っているようである。

従って，基幹産業の基礎となる労働カの確保は

企業，または町の存立に重大要因があり，高島町

のビジョンはとの観点VCyって確立されなければ

念らないと考えられる。

表 1はスポーツクラブの内容，表 2は文化クラ

プの内容を明らかにしたものである。スポーツ，

文化の両クラプとも名目的κは充実Lているが，

実質的には低調である。
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表1. 高島町のスポーツクラブの内容

サークノレ名
登録

設立年月日 構成人員 指導員数 利用施設 活動状況 経 費
非登録

高島スポーツ少年団 登録 昭和 37.4. 1 870 男子 71 町内各焔設 年間常時 580000円

端島 " " 220 男子 26 /1 " 180000円

高島体協陸上部 " 38. 7.10 65 男子 1 H " 58000円

" ソフトボfーノレ " " 100 男子 2 /1 /1 650000円

/1貴1] 道 " " 68 男子 4 武 道 場 " 59000円

事 球 " " 85 男子 2 体 育 館 H 30000円

H 庭 モ求 " " 39 男子 2 会社コート " 49000円

N パレーポ-)レ " " 180 男子 7 体 育 館 " 350000円

"柔 道 " " 75 男子 5 武 道 場 " 650001弓

"野 球 " n 45 男子 3 学校グラウy ド " 46000円

H 山 岳 " H 120 男子 3 町外施設 夏 季 310000円

H ノξ トミントン " " 30 男子 1 体 育 豊富 年間常時 36000円

表 2. 高島町の文化クラブの内容

すークノレ名
登録

設立年月日 構成人員 指導員数 利用施設 活動状況 経 費
非登録

角島かるた会 非登録 昭和 31. 1.15 30 男子 3 集 会 所 毎月例会 10000円

端島かるた会 " 23. 6.10 240 男子 3 公民館
毎月例会 30000円
子毎供週例会は毎週

高島民ょうクラプ " 38. 1.20 30 女子 1 緑ケ丘集会所
1回練習会 35000円

敬老会 K発表

端品 " " 26.10.10 50 女子 1 ~ 、 民 館 /1 35000円

高島短歌会 " 23. 1.1 0 30 男子 2 
個人宅叉は 毎月例会 10000円

三光町菱集炭会所鉱
経費不足，詩集発行できず

高島景謡会 " 31. 620 64 男子 1 毎月例会 25000円
職員クラブ

端島観世会 " 3 O. 2.10 50 男子 1 " " 20000円

高島婦人学級洋裁部 登録 43. 4. 1 150 女子 2 講 座 室 毎週 2 回 150000円

" 和裁部 /1 " 80 女子 1 /1 毎 週 1 回 80000円

" 手芸部 /1 /1 60 女子 1 1/ " 
/1 円

/1 生花部 /1 

" 25 女子 1 1/ " 50000円

/1 料理部 " /1 90 女子 2 1/ " " 円
高島緑ケ丘生花クラプ 非登録 28. 6.10 35 女子 1 緑ケ丘集会所 /1 18000円

光町生花クラブ " 36. 1.15 48 女子 2 光町集会所
/1 21000円

高島あけぼの婦人会
登録 38. 4.10 30 女子 2 本町老人クラプ 1/ 30000円

生花クラブ
あけぼの婦人会 1/ H 30 
キ日裁クラプ

女子 2 1/ /1 " 円

" 手芸クラブ " /1 20 女子 2 1/ /1 15000円
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H 結果と考察

(1) 町民の生活とその意識

1日の労働時間は，男子の場合 8時間-1 0 

時間K集約される (58.5%)。また，炭坑従業員

は残業が通常となっているようで 11時間(7. 6 

% )や 12時閣以上(5.5 % )がかなりいること

がわかる。すなわち，労働時聞は決して短かくな

レ、。

女子の場合 8時間が最も多いが(23.0 %)  • 

1 0時間以上もかなりいる(3 7.1 % )。つまり全

般的K巾広い時間帯Kなっている。しかし左がら

図1. 余暇時聞の過ごし方

平日

55.7 

休日

~男子

口女子

5時間以下という短いのは 5.0 %と少ない。また， 地

1 2時間以上働iρている長時間労働が. 1 7.6% 

いるととは注目される。

さて表 3で余暇時間をみると，平日では男女と

も2-4時間K集中しているが，休日陀念ると，

男子は 8- 1 0時間が大巾に多くなっている。と

とろが女子は平日 Kくらべて時間程度多くな

ったくらいで，大差が念い。というととは，休日

といえども家事や雑事，育児などのため余暇時間

を十タKとれ念い ζ とを示すものである。

表 3. 余暇時間(%)  

平 日 休 日

¥¥¥  男子女子 ¥¥¥  男子女子

1時間以下 5.3 6.4 1時間以下 1.5 3.6 

2時間 20.3 27.1 2時閣 2.7 12.1 

3時間 24.9 17.1 3時間 5.7 12.1 

4時間 20.9 20.7 4時間 6.5 10.7 

5時間 12.2 10.7 5時間 9.1 194 

6時間 6.1 5.7 6時司 8.6 15.0 

1時間 0.8 5.0 7時間 4.2 5.7 

8時間 2.5 0.7 8時間 17.7 5.0 

9時間 0.6 。 9時間 2.3 2.1 

10時間以上 2.8 0.7 10時間以上 33.7 3.6 

無記不明 3.5 5.9 無記不明 8.0 10.7 

図 1で余暇時聞の渦どし方をみると，平日，休

日とも，テレピ，ラジオ，新聞が男女とも断然多

い。ついで，男子はどろね，雑談，女子は家事，

雑事である。男子で目立つのは，平日で，碁， し

ょうぎ，パチンコ，マージャン，休日で，スポー

ツ，野外活動，女子で目立つのは，趣味的活動

(平日，休日とも).子どもの相手(休日)であ

る。男女ともレクリエーショナノレ念活動といえば

スポーツと趣味的活動が少々みられるだけで，あ

との大半は，消極的休養と子どもの相手などの半

拘束的なものである。

とのよう左状況のなかで，毎日の生活の疲労度

はどうであろうか。男子の場合. I非常Kつかれる」

は 12.9%. Iか念りつかれるJ64.8 %と極めて多い。

ζのととは労働時開が長い ζ とと関連していると

推察される。す念わち，長時間労働のためK疲労

が蓄積されているのであろう。女子の場合.r非常
κっかれるJは 11.40/0， Iかなb疲れるJ47.9 %で男

子よ bもやや少ないが，それでも一般的K疲労度

は高いといえよう。 ζのような疲労状況にあるの

ならば何らかの対策を立てねば左らないと考える。

ととろで「生きかいをかんじるJると答えたものは，

男子 59.1 % (かんじない者 11.6%) .女子61. 4 % 
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(かんじない者 10.7 % )と，やや女子の方が多い。

その内容を図 2でみると，男チは，しどとが43.4

%でトップ，ついで育児 23. 6 % ， レジャー 16.4 

%の順である。女子は，育児が 32.6% と最も多

< ，ついでしどと 29.1 %，趣味 26.7 <Jもの)1闘であ

るo このようにしどとや育児は人間として存在す

るためKぜひとも必要なものであると考えられる。

一方， レジャーや趣味，社会奉仕などのレクリエ

ーションK関するものが生きがいとして考えられ

てきているのは町民の生活意識を知るうえで注目

される。

図 2. 生きがいの内容

5政
図男子
口女子40 

30 

20 

10 

43.4 

32.6 

291 
26.7 

23.6 

16.4 

さて，町民がとの町K住みたいか，住みたくな

いかを調べた結果Kよれば， rとの町K住みたいjは
男女とも 27-33%程度であり， n住みた〈まい」は
男子 25.4%，女子 39.0% と割合K多い。「わから

念い」を含めると町民はこの町Kいつまでも住む気

持では左いようである。すなわち，町民の町への

定着度は低いといえるであろう。

以上，町民の生活とその意識をみてきたが，離

島という悪条件，過密人口，物価高Kよる住みK

くさ，長時間労働，炭鉱の閉山ムードなどが影響

してか，町を離れたいという気持が強い傾向Kあ

る。とのような条件からみると，毎日の生活を送

るのが精一杯で，町民はレクリエーションどころ

ではないという状況である。

(2) 町民のスポーツ活動について

ととろで「毎日の生活κ拾いて運動不足を強〈感

じるJ，rlいくらか感じるJ，と答えたものは，男子
50.4 %，女子 59. 4 %であった。すなわち，男女

とも 2人VC1人が運動不足を感じている。また，

女子の場合vc， rむしろ身体を動かしすぎるJと
いうものが26.4%とかなり多い。 ζの ζ とは，家

事や雑事，また育事などの時聞が多い ζ とからと

考えられる。男女とも運動不足を解消させる方法

を考える必要がある。そのためにはスポーツをど

のようにして生活K くり入れて行くか考えるべき

である。

スポーツ K対する好き嫌いをみると， rスポツ
をするのが好き」と答えたものが男子 46.6%，女

子 45.0 %である。全体的に半数にも満たない。

今後は， rどちらでもないJ.， と答えたものの意識
(男子 41. 8 %，女子 40.0 %)を好きという意識に

まで高めるととが，スポーツ振興の大きな課題κ

なるのではないかと思われる。

好きなスポーツ種目はがよそ次の通りである。

男子の場合，つり(5. O. 2 % ) ，野球(2 9.4 %)，ボ

ーリング(2 9.0%)，散歩(2 3. 3 % ) ，体操なよび

ソフトボール (11.0%)と答えたものが多い。女

子の場合は，ボーリング(42.9%)，体操(3 0.2 

% ) ，散歩(2 2.3% )，バレーボール(1 7. 5 % ) ， 

バトミントン(11.1%)の!頓になっている。とく

VC，男女とも注目されるのは，ボーリングである。

しかし，高島町vcはまだボーリング場は開設され

ていないので，テレビ，雑誌などから視覚的Kと

らえたものが大部分であるとも考えられる。また

体操，散歩は用具も何もいらないので，身体活動

面から考えると最も手軽なスポーツであるといえ

ょう。

スポーツ活動の実施程度は，男子の場合「月 1

同Jr週1同J， r週 2-3同j している人が
28.5 %で，スポーツが好きだと答えた 46.6% 

(前述)にくらべて 18. 1 % も少ない。女子の場
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男子が，同じ職場の人スポーツ活動の相手は，合も同様で「好きJと答えた45.8%に〈らべて，

の)1頃と 52.0%.家族と 46.0%.ひとりで 29.0%も少ない。これは，スポーツをするのが

好きでも，実際にはやれ左い人が男女とも，か1.l:

27.9% 

K なっている。女子の場合，家族と 70.6 %.主婦

と左ってのグループと 29.4%.ひとりで 23.5%り多くいるととがわかる。また，スポーツを「ほ

いる。とんどしない」ものが，男子は 10人中 7人，女

今後は好き左もの同志のグノレープ活動や家族単子は 10人中 8人いるととも注目される。すなわ

位で行なえるスポーツ活動左ど個人よりもグノレーち，運動不足を訴えながらもスポーツなどの運動

プ単位でやれるものが望ましい。をしている人達があまJ?I'Cも少ない ζ とである。

スポーツ活動の場所をみると男子は，海 44.0 

これは，ほとんどが，つりと推察さ%と多いが，

「ほとんどスポーツをし左いJ人の理由として，

男女とも「時間がないJが40.7 % (男子 ).51.0

% (女子)で圧倒的に多い。ついで「身体の具合

「運動がへたJとなっている。 I運動が

と多れる。女子の場合は，自分のうちが 35.3 % 

<.屋外で行左う ζ とが少ない。また，高島町K

グルーかいては掌校開放が認められているので，

が悪いJ

へたJという頭由は学校教育の問題でもあるが，

手軽Kできるスポーツ指導を考えるべきである。 日曜，祭日など大いK活プやクラブをつくって，

町教育委用することが望まれる。そのためには，とくに女子の場合楽しい条件をつくる指導が必要

員会や体育協会また，体育指導委員などK よる企

画・運営指導がぜひ欲しい。

である。

スポーツの実施内容(活動)は，男子の場合，

つり 39.4 %.野球 39.4%.卓球 28.8%.散歩21.2 スポーツ施設Kついて(3) 

高島町のすべてのスポーツ施設Kついて過去一%の順である。女子はバトミントン 40.0%.体操

年間(昭和 4 5年 10月~昭和 4 6年 9月)の利

用状況を調べた結果，次のi忌Pであった。すなわ

。人が一度も利

の順

である。男女ともボ リングの実施内容が少左い

のは，前Kも述べたようI'C.高島町はまだボーリ

30.0%.卓球 30.0%.バレーボール 30.0%

ち男子で 47.7%.女子で 65.0% 

用していない。いいかえれば，男子の場合は 10 やbた〈てもング場が開設されていないためで，

こ人中 5人，女子の場合 1 0人中 6人強の人が，ゃれないスポーツとしてボーリングがあげられて

の 1年聞に一度もこのようなスポーツ施設を利用(図 3参照)。いるのであろう。

してい念いという ζ とがわかる。スポーツをして

いないのでスポーツ施設を利用していないのは当スポーツ活動の実施内容，。図d
w
m

然である。つまり町民のかぎられた一部の人達の
nu女
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凶
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子

スポーツ活動K終っているととである。仕事K追

われてスポーツど ζ ろではないというのが現状で

しかし疲労回復や労働力再生産とh う立場ある。
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ある。
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てみると，男子は，西海岸グラウンド 64.7%.高

島小学校グラウンド36.7%. 女子が，高島小学校

グラウンド 49.0%.高島小学校体育館42.9%.高
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表 4. 利用状況の内容(%) 

ヲ詳ご--..男子 女子1
品島ィ、グラウンド 36.7 49.0 

高島中グラウンド 16.0 38.8 

高島高グラウ Y ド 3.3 4.1 

西海岸グラウンド 64.7 14.3 

高島小体育館 11.3 42.9 

高島中体育館 4.0 28.6 

高島高体育館 1.8 4.1 

高島小プーノレ 3.6 4.1 

小島公園プ-，レ 14.5 12.2 

緑ケ丘プーノレ 4.4 2.0 

小島 公園 12.7 22.4 

権現山公園 12.7 18.4 

光町テニスコート 2.5 。
卓 球 場 1.1 6.1 

武 道 場 2.2 

己ー
道 場 1.8 

島中学校グラウ

ンド 38.8 %，が

主なものとして

あげられる。な

か，昭和 45年

度K開設された

小島公園プール

の利吊者が男女

とも， 10%台

で極めて少ない。

また，卓球場・

武道場・弓道場

にいたっては，

実在することを

知らないものが

多くいるようで

ある。その点，

町当局のPR不

足が指摘される

(注) 2項目以上選択なので100% であろう。
をζナ。

ととろで， rス
ポーツ施設がもっと必要と思うか」の問いK対し

て， rもっと必要」 と答えたものが，男子 65.2%， 
女子 58.7% となっている。また，必要と思うも

のの内容をみると，子供の遊び場が男子 53. 1 %， 

女子 46.3%，野球場が男子 33.5%，女子 26.8%，

海水浴場が男子 32.7 %，女子 29.3% となってい

る(図 4)。とのことから推察されるのは，男女

とも施設の内容が子供中心Kなっているというと

とである。もう少し，大人の立場にたった要求，

大人にも利用できるものも要求してほしいよう K

思われる。また，ことで注目されるのは，海水浴

場である。高島町は島でありながら，島の大半の

海岸線は崖で囲まれているため，海水浴場には不

利な点が多<，町民は対岸の高浜や黒浜K行って

いる現状である。そのため Kは小島公園プールの

利用を積極的K進めて欲しい。とのほか，島とい

う地域性から公園，緑地などの散歩やハイキング

コースにあ ζがれをもっていて，その必要性を感

図4. 必要とするスポーツ施設の内容
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じていることもうかがわれる。狭いながらも llJが

あり，簡単なハイキングコースはできると思われ

る。また，遊び場としての緑地づくりをぜひ押進

めて欲しい。

(4) 町や職場のスポーツ行事について

昭和 4 5年 10月から昭和 46年 9月までに，

町や職場のスポーツ行事K参加したことがあるも

のは，男子 29.1 %，女子 19.3 %であった。女子

は男子にくらべ 10 %ほど少ない。さらに参加後

の満足度をみると， f再びそのような計画があれば

参加したいか」という問い!tC， r-ぜひ参加したい」

と答えたものが，男子 77.1%，女子 77.8% と極

めて多い。という乙とは，参加したものは，また

ぜひ参加したいという考えを持っていることがわ

かる。と友れば，なか一層行事やクラブ活動K参

加するよう働きかけるととが必要である。元来，

スポーツは得手，不得手にかかわらず参加しては

じめて，その楽しさを味わうととができるのであ

る。そとで，受動的，かつ消極的左態度から進ん

で参加するという意識変革のための教育または指

導やPRが必要である。とく K高島町は，地域的

不利性はまぬがれぬが，スポーツによって住みよ

い町づくりをはかるのも一方法である。そのため
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Kは町民が気軽に，しかも楽しく参加できるよう

な計画をたて，数多くの機会を用意することが，

大いK必要となってくる。スポーツ行事不参加者

でも，参加したいという希望がある(男子 22.3

%，女子 23.5%)ζ とから， もっと積極的K働き

かけるととによって，スポーツ人口をふやせると

考えられる。わからないと答えた人も男子 33. 8 

%，女子 33.3% いる。

(5) 町へのスポーツ活動K対する要望や意見

最後に町民の町へのスポーツ活動K対する要望

や意見を主なものだけあげてみよう。

① もっと積極的に町主催の野球大会，ソフ

トボール大会，テニス，卓球大会を開催して欲し

レ'0

② 町民全員が参加できるような，年令周l水

泳大会を開催してもらいたい。

@ 町主催のスポーツ大会が少ない。若い人

達のためKも，色々のスポーツ大会が必要である。

「め 高校生ぐらいの年頃の事件が時々起る。

もっと彼等に明るいスポーツの場を与えて欲しい。

⑤ 大衆の参加できる種目，初歩からでもで

きる気軽念種目を計画すること。

⑥ スポーツ活動を行なう場合，いろいろの

制限を設けるととは，たとえ好きであっても，参

加の妨げKなる。広くみんなが参加できるように

計画するとと。

⑦ 青少年不良化防止のため，スポーツ施設

について十分な配慮をか願いしたい。また，成人

の趣味の面からも考慮して欲しい。

③ 町のクラブに入つてないと，スポーツを

やりたくてもなか念かその機会がないので，地区

とか職場とかのスポーツ大会を町が積極的K応援

していただかなければ，一般のものは気軽Kスポ

ーツを楽しむととができ左い。

@ スポーツクラブK入っている人々を対象

にばかり，大会を計画してもわれわれには無意味

としか思わない。

⑮ どの主う~スポーツ活動が町で行なわれ

ているのか，まったく私達Kはわからない。もっ

と積極的な PRを望む。

@ 一部の人達だけのスポーアも結構だが，

高年令層K もできるものを考えて欲しい。

⑫ 一年K春秋 2同位の町主催のスポーツ大

会をやってもらいたい。スポ ツをしたい人誰も

が気軽K参加できるような種目であること。選手

など特定の人のためのスポーツなら必要ない。

⑬ 高島町には体育協会があるが，勝つため

の行事が中心となっているo 誰でも参加できる大

会が少ない。みん念が楽しくスポーツをやる大会

を計画して欲しい。

⑬ バレーボール一種目K.11をいれている感

じがする。もっと色々の種目をやって欲しい。

⑮ 周辺が海だから，便利な所で安心して泳

げるような海水浴場と，できる左ら子供が烏の淋

しさを忘れるためにボーリング携の開設を希望す

る。

⑬ 主婦が昼間，時間を作って誰でも入られ

るよう念卓球場が欲しい。また，そのための設備，

用具が欲しい。

⑫ 気らく K施設や用具を寄与してもらいた

い。また，何時でもスポーツができるように，設

備や用具Kついての， P Rが欲しい。

⑬ 労働者の町であり，特に坑内労働者が多

数で，その点からも非常K運動不足と思う。

町立の体育館を設立して，室内でできるスポ

ツの設備とともK.，誰でも自由に使用出来る方法

で開放して欲しい。

⑬ 小中学校の夏，冬，春休み期間などに体

育館を開放して，球技などの講習をすべきである。

高島町の特殊性，ととに，小さな広場で多くの町

民ができるスポーツを町自身の主催でやるべきで

ある。破業所中心のスポーツの催t..，K.は反対。全

町民のためのスポーツであるべきである。

@ 各学校の運動場の使用許可を緩和させて

欲しい。

@ 家庭の主婦を対象にした健康維持のため

のスポーツ体操教室のような，誰でも気軽κ参加

できるものがあればよいと思う。(週K.1-2同
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程度)

⑫ とかく中高年者はスポーツは他人がする

もの，自分は見るものと思いがちである。年令K

関係なく誰でも参加できるような計画を立てて欲

しい。

以上である。

V 要 約

(1) 町民の生活とその意識

1日の労働時間は男子で 8- 1 0時間，女子で

8時間が最も多い。ところが，男子は残業，女子

は家事や雑事などで 1 1 - 1 2時間働いているの

がかなりみられる。このような長時間労働が反映

してか，男女とも毎日の生活で疲れているものが

大半を占める。と ζろで，余暇時聞をみると，男

女とも平日で 2-4時間，休日になると，男子は

8 - 1 0時間と大巾 K多くなるが，女子は平日よ

りやや多くなる程度である。余暇時間の内容は男

女とも，テレビ，ラジオ，新聞が，平日，休日を

関わず断然多い。ついで，男子は，どろね，雑談，

女子は家事や雑事，わずかに目立つのは，男子で

休日のスポーツ，女子は趣味的活動である。全般

的に男女とも，平日と休日とでは活動内容に大差

なく，消属的休養や半拘束的内容の活動が多い。

ついで，生きがいをみると，男女とも 60%前

後が感じている。その内容は男子で，しどと，つ

いで育児， レジャーの順，女子は育児がトップ，

ついで，しどと，趣味の)1闘である。また，町への

定着度は男女とも町K住みたくないのがiいつ
までも住むというのがtである。他はわからない
といっている。

(2) スポーツ活動について

毎日の生活で運動不足を感じるものは男女とも

お150 %である。ところがスポーツの好き嫌いを

みると，男女とも 50 %弱がスポーツをするのが

好きと答えている。すきなスポーツ活動の内容を

みると，男子はつりがトップ，ついで野球，ボ一

一リング，体操の順，女子はボーリング，体操，

散歩，バレーボーノレ.卓球の順である。さて，ス

ボーツ活動の実施程度をみると，男女とも 70 % 

前後がほとんどし左い。実際活糊しているのは

1 0 %程度と考えられる。その内容をみると，男

子はつり，野球，卓球，散歩の)1慎，女子は体操，

ノミレーボーノレ，卓球の順である。

以上をふりかえると，毎日の生活で運動不足を

訴えるものが多いこと，また，運動やスポーツ好

きが多いのVC.実際活動の場面にまると極めて少

左いという頭象が起きていることである。それは

町民がスポーツ活動を必要としているのか，もし，

必要としていても実施上問題が色々あって出来左

いのか，その点を明らかにすることが問題解決の

糸口 Kなると思われる。

(3) スポーツ施設Kついて

スポ ツ活動が少ない ζ とは梅言すれば，スポ

ーツ施設の利用状況が少ないことを表わす。との

調査から過去 1年間の施設利用状況をみると，男

子は 50 %.女子は 35 %程度である。利用状況

の内容は，男女とも高島小学校，高島中学校K集

中している。また，男子は西海岸グラウンドを多

く利用している。これらの施設について，もっと

必要というのが男女とも 60 %前後，その内容は

子ども遊び場がトップ，ついでソフトボールので

きる広場，海水浴場の順である。と ζ ろでスポー

ツ施設が少ないかというと必ずしもそうではない。

むしろ，スポーツ施設を有効K利用する方法を知

ら念いのではないか，その点，町当局の PR不足

があげられるo

(4) スポーツ行事Kついて

町のスポ ツ行事と企業の行事を含めて考える

と，行事数は決して少なくない。ところが，実際

参加したのは男子 30 %.女子 20%である。し

かし左がら，一度参加したら，またぜひ参加した

いというものがかなりいる ζ とである。また，参

加したととのないものでも，参加したいという希

望を持っているものが 23%程度いる ζとである。

ζのため Kは，行事そのものを知ってもらい，参

加できるような働きかけが不足しているといえそ

うである。
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(5) 町へのスポーツ活動K対する要望や意見

町民の町当局K対する意見としては，大まかに

分けるとつぎの 5つになる。

① 町主催のスポーツ計画の増加，それK伴

なう積極的な PR。

② 不良化防止策t'C:!>~けるスポーツ活動の推

進

③ スポーツ行事が，特定の人だけの種目に

終始しているととに対する不満

④ 年令K適応、したスポーツ計画と指導

⑤ 施設の充実

以上が主なる意見であるが，町主催の行事が少

念い，また，気軽Kできるスポーツ活動が少ない

の 2点が圧倒的K多かったようである。また，年

代男"によるプログラム，家族ぐるみで参加できる

プログラムを設けて欲しいという意見も多い。 ζ

のよう左要望や意見Kついては解決できるものか

ら早〈手掛けてやるという姿勢を町のスポーツ行

政にぜひ望みたい。

この研究をふりかえると，いくつかの問題点が

考えられる。まず第ーに，町民が生活に追われ，

疲れ果て，炭鉱閉山ムードの左かで浮足立ってい

るζ とである。 ζの町で永住はしない，いずれ他

。町へ去って行くという情況では文化は育たをい。

また，レクリエーション問題を考えるゆとりがな

い。それが無関心層を生みだす要因ともなってい

る。

との主う念状況であればある程，高島町の明る

い町づくり，健康づく Pが必要である。暗いムー

ドをふきとばすよう左文化活動，スポーツ活動が

なか一層必要である。われわれの研究はその資料

提供として意味があったと考える。

最後Kζ の調査にど協力 ρ ただいた高島町の町

民の皆さん，及び町教育委員会K厚〈感謝の意を

表す，な:l<r， ζの研究は住田司(北九州市明治学

園)との共同研究であることを付記する。
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